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Ⅰ	
 講演概要	
 

１．中部バルカン	
 位置と一般的な特徴	
 

２．バルカンの主要な地質構造イベント	
 

３．Botev	
 Vrah	
 スラスト	
 

４．主な目的	
 

５．手法	
 

６．Botev	
 Vrah	
 スラストの構造地質学的特

徴	
 

-幾何学	
 

-構造	
 

-上盤と下盤のテクトナイトの構造的特徴	
 

-変形機構	
 

-変形した岩石の粉末 X 線回折測定	
 

-運動学的特徴	
 

７．フィッショントラック年代測定の結果	
 

８．結論	
 

	
 

Ⅱ	
 講演内容	
 

１．概要	
 

	
 Botev	
 Vrah	
 スラストはブルガリアの中部

バルカンの多くを占め、この地域の後期アル

プス造山期の理解において重要である。講義

ではスラストの幾何学、構造と運動学的な特

徴に着目する。スラスト帯に沿って、多くの

鱗片構造が記録されている。2 種類のスラス

トの接触は下盤の構造にしたがって区別さ

れる。上盤と下盤への貫入と関連した、テク

トナイトの、中央の微細構造特徴と変形の評

価について議論する。観察された構造の特徴

と得られた地質年代学データから、Botav	
 

Vrah	
 スラストが脆性領域で 120-250°の地

殻レベルで形成されたことが分かる。データ

の分析は、Botav	
 Vrah	
 スラストが暁新世の

間、中始新世期に発達した厚い地殻構造の例

ということを強く示唆している。フィッショ

ントラック年代測定と構造学の基本につい

て、中部バルカンの地質構造変革の、熱年代

変成を議論する。	
 

	
 

２．中部バルカン	
 位置と一般的な

特徴	
 

後期中生代から第三紀の進化を反映して

いる。一連のゴンドワナ起源の大陸片とユー

ラシア大陸との衝突、およびそれに伴ってい

くつかの海が閉じた、という出来事が起こっ

た。	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（上図：中部バルカンの地図上の位置）	
 

	
 

３．Botev	
 Vrah	
 スラストの主要な

構造	
 

不均衡で複雑なスラスト帯の構造：岩石学

によって主に二種類のスラスト接触部が識

別される。	
 

Ⅰ型スラスト接触	
 

・下盤は白亜紀後期―暁新世の炭酸塩、粘土

の多い―炭酸塩堆積物と粘土及び粘土質性

炭酸塩マトリックスの礫岩で作られている。	
 

・上盤は変成度の低い粘土質変成堆積岩で作

られている。	
 

I 型スラスト接触は、脆弱で延性があり、

引き延ばして変形することができる。貫入性

の変形した範囲は広く（最高で数十メートル

になる）、主に下盤に影響を与える。	
 

	
 

（上図：Ⅰ型スラスト接触、炭酸堆積岩と片

岩の変形）	
 

	
 

Ⅱ型スラスト接触	
 	
 

・下盤は花こう質岩、変成度の低い変成堆積

岩、火山岩、またはドロマイトでつくられて

いる。	
 

	
 スラスト帯の特徴は、局所的なノンペネ

トラーチブの脆性変形が、狭い個別の地表面

で観察される。	
 

	
 

（上図：Ⅱ型スラスト接触）	
 

	
 

Ⅲ	
 感想	
 

	
 日本では滅多に目にすることがない東ヨ

ーロッパ、特にブルガリアの地質構造への造



詣を深める貴重な機会でした。	
 


